
 

 

 

 

 

 

寒い朝も、夏の暑い日も、子どもたちの登下校の見守りありがとうございます！！ 

２/３（金）の朝礼で,日頃子どもたちの登下校の見守りをしてくださっている地域の方々

を紹介させていただきました。 

「子どもたちは、未来を生きる宝だから、安全に通ってほしい」との思いで、寒い朝も暑

い日もお忙しい中時間を作って子ども達を見守ってくださっています。 

特に次の２点について話してくださいました。 

「子ども達から挨拶されると,元気がもりもりわいてくる」 

「道いっぱいになって歩く姿があり、とても危ないので、気 

 をつけて安全に歩いてほしい。」 

また、ポケットに手を入れていると、とっさに身を守れない

ので、手を出して颯爽と歩いてほしいとのご意見もいただき

ました。「自分だけは大丈夫。」と思わずに、寒い日は手袋を

して背筋を伸ばし、体も心も元気いっぱいで過ごしてほしいと思います。 

家族や先生だけでなく、たくさんの地域の方々にも愛されている子どもたち。 

これからも『命を大切に』してほしいと思います。 

 

サタデースクール 2/4（土）【 お金の授業 】 講師  大河内 薫 氏  

日本はお金の話をすることがタブー視されがちとのことですが、「お金は道具」であると

いう考え方をまず始めに教えていただきました。お金は、手に入れることが目的ではなく、

人が幸せに生きることが目的であり、そのための道具です。道具であるハサミが家庭に 10 こ

もあっても幸せに感じないようにお金も必要以上にあれば、「人のために使う（＝寄付する）」

などで多くの人の幸せにつながるとのこと。お金について考えるきっかけになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学校１クラスの児童数上限が 40 人から 35 人に＞ 

国の義務教育法改正により、令和３年度より、小学校における

１クラスの児童数上限が 40 人から 35 人に、表のように５年かけ

て段階的に引き下げられることになりました。なお１年生は既に

35 人以下となっています。兵庫県では新学習システムとして、既

に 4年生までは 35 人学級にしているため、本校では 4年生が現在

35 人学級適応で 6クラスになっていますが、来年度の令和 5年度

に 5年生になると、40 人学級適応で 5クラスになります。 

一度に全学年が 35 人学級になればよいのですが、叶いません。ご理解くださいますようお

願いいたします。   ※学校評価アンケートのご要望にお応えしお知らせさせていただきました。 

 

「よい子 強い子 伊丹の子」 学校だより№ ３８ 

令和５年２月８日 

伊丹市立伊丹小学校 

校長 礒田 かおり 

35 人学級になる年度 

令和 3 年度から 2 年生 

令和 4 年度から 3 年生 

令和 5 年度から 4 年生 

令和 6 年度から 5 年生 

令和 7 年度から 6 年生 

オープンスクール期間中の落とし物展示 

職員室前の落とし物置き場にある持ち主を待っている落とし物が減りません。 

図工展開催期間中（2/16～2/18）は、西館１階 PTA 室前に展示しますので、 

保護者の方も一度足を運んでご確認くださいますようお願いいたします。 


